
二
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

償

還

期

限

利

率

八
年
以
下

年
四
厘
五
毛

八
年
を
超
え
十
年
以
下

年
五
厘
五
毛

十
年
を
超
え
十
二
年
以
下

年
六
厘
五
毛

十
二
年
を
超
え
十
四
年
以
下

年
七
厘
五
毛

十
四
年
を
超
え
十
六
年
以
下

年
八
厘
五
毛

十
六
年
を
超
え
十
七
年
以
下

年
九
厘
五
毛

十
七
年
を
超
え
二
十
五
年
以
下
年
一
分

三
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

償

還

期

限

利

率

八
年
以
下

年
四
厘
五
毛

八
年
を
超
え
十
年
以
下

年
五
厘
五
毛

十
年
を
超
え
十
二
年
以
下

年
六
厘
五
毛

十
二
年
を
超
え
十
四
年
以
下

年
七
厘
五
毛

十
四
年
を
超
え
十
六
年
以
下

年
八
厘
五
毛

十
六
年
を
超
え
十
七
年
以
下

年
九
厘
五
毛

十
七
年
を
超
え
三
十
五
年
以
下
年
一
分

平成™œ年˜˜月™˜日 木曜日 第�˜��号官 報
住
所
名
古
屋
市
緑
区
篠
の
風
１
丁
目
1
8
1
6番
地

黄
秀
行
昭
和
2
9年
１
月
2
7日
生

崔
泰
枝
昭
和
3
3年

1
2月
９
日
生

黄
玄
明
昭
和
5
7年
８
月
1
3日
生

黄
美
貴
昭
和
6
2年

1
0月
５
日
生

住
所
千
葉
県
市
川
市
日
之
出
1
8番

1
6
`
4
0
9号

李
淑
女
昭
和
6
3年
６
月
1
5日
生

住
所
神
戸
市
Í
区
摩
耶
海
岸
通
２
丁
目
３
番
１
`
1
8
0
1

号宋
晃
生
昭
和
5
8年
９
月
1
6日
生

住
所
群
馬
県
邑
楽
郡
大
泉
町
大
字
古
海
7
1
0番
地

パ
ウ
ラ
・
ジ
ス
ラ
イ
ネ
・
ヨ
シ
ダ
昭
和
5
9年

1
0月
１

日
生
マ
ッ
ク
ス
・
ヨ
イ
チ
・
マ
キ
ア
平
成
2
3年

1
2月

1
2日

生
住
所
千
葉
市
美
浜
区
浜
田
１
丁
目
３
番
地

黄
文
鈞
昭
和
4
3年
３
月
1
8日
生

黄
友
佳
平
成
1
4年

1
0月

2
5日
生

住
所
埼
玉
県
所
沢
市
大
字
上
安
松
3
4
1番
地
１

王
礼
兵
昭
和
5
5年

1
1月
２
日
生

住
所
愛
知
県
日
進
市
香
久
山
４
丁
目
1
0
0
2番
地

辛
英
実
昭
和
5
9年

1
0月

1
3日
生

辛
琴
実
昭
和
6
2年
５
月
1
6日
生

住
所
愛
知
県
み
よ
し
市
三
好
町
西
中
島
2
6番
地

ベ
ナ
リ
ン
・
リ
ミ
ヨ
コ
平
成
1
0年

1
1月

2
2日
生

住
所
愛
知
県
安
城
市
里
町
３
丁
目
５
番
地
６

潘
光
俊
昭
和
4
7年
２
月
２
日
生

崔
稔
紫
昭
和
4
7年
６
月
2
5日
生

潘
美
帆
平
成
1
9年
７
月
2
4日
生

潘
拓
実
平
成
2
2年
７
月
2
4日
生

住
所
愛
知
県
岡
崎
市
矢
作
町
字
池
田
4
6番
地
4
0

朴
美
子
昭
和
4
6年

1
2月

2
5日
生

住
所
愛
知
県
安
城
市
池
浦
町
池
東
1
5番
地
３

朴
永
南
昭
和
4
4年
９
月
2
9日
生

住
所
愛
知
県
東
海
市
富
木
島
町
東
長
口
8
2番
地
1
1

李
淳
二
昭
和
4
5年
７
月
1
0日
生

住
所
群
馬
県
太
田
市
台
之
郷
町
1
4
2
9番
地
９

馬
莉
莉
昭
和
5
4年
１
月
2
1日
生

住
所
広
島
市
安
芸
区
中
野
東
６
丁
目
3
1番

2
2号

ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
レ
イ
エ
ス
平
成
元
年

1
2月
４
日
生

住
所
静
岡
県
御
殿
場
市
中
山
5
2
3番
地
２

キ
ヨ
ミ
・
キ
タ
ハ
ラ
昭
和
3
7年
３
月
1
5日
生

住
所
神
奈
川
県
藤
沢
市
遠
藤
7
8
2番
地
８

ミ
ツ
エ
・
キ
タ
ハ
ラ
昭
和
3
8年
７
月
2
5日
生

デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
タ
カ
シ
・
サ
カ
モ
ト
平
成
６
年
５
月

1
4日
生

住
所
三
重
県
伊
賀
市
久
米
町
5
1番
地
２

チ
ェ
リ
ー
・
ジ
ョ
ー
ジ
・
ヤ
マ
ザ
キ
昭
和
6
1年
１
月

2
8日
生

住
所
岡
山
市
北
区
東
古
松
２
丁
目
３
番
2
5号

趙
天
宇
平
成
６
年
２
月
５
日
生

住
所
栃
木
県
足
利
市
小
俣
南
町
2
5番
地
９

ハ
ル
コ
・
ボ
ー
デ
ン
カ
ー
チ
ャ
ー
昭
和
８
年
１
月
2
5

日
生

住
所

岩
手
県
紫
波
郡
矢
巾
町
大
字
南
矢
幅
第
９
地
割

3
7
9番
地

李
可
為
昭
和
4
5年
７
月
1
5日
生

李
依
然
平
成
７
年
４
月
５
日
生

李
真
由
美
平
成
1
2年
９
月
６
日
生

李
百
恵
平
成
1
7年
７
月
1
3日
生

住
所
茨
城
県
つ
く
ば
市
豊
里
の
杜
２
丁
目
1
3番
地
1
3

梁
莉
莉
昭
和
4
7年
９
月
2
8日
生

附

則

こ
の
告
示
の
施
行
前
に
株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫

が
締
結
し
た
貸
付
契
約
に
係
る
貸
付
金
に
つ
い
て
の
貸
付

け
の
利
率
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
外
務
省
告
示
第
三
百
四
十
三
号

平
成
二
十
五
年
十
一
月
四
日
に
ウ
ィ
ー
ン
で
、
ア
ル

ジ
ェ
リ
ア
民
主
人
民
共
和
国
に
お
け
る
「
テ
ロ
対
策
法
制

度
強
化
計
画
」
の
た
め
の
贈
与
に
関
す
る
次
の
概
要
の
書

簡
の
交
換
が
国
際
連
合
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

援
助
の
目
的
及
び
内
容

テ
ロ
対
策
法
制
度
強
化
計

画
の
実
施
に
必
要
な
生
産
物
及
び
役
務
を
購
入
す
る
た

め
の
資
金
の
贈
与

２

贈
与
額

五
千
八
百
万
円

３

署
名
者

日

本

側

œ
田
英
彦
在
ウ
ィ
ー
ン
国
際
機
関
日
本

政
府
代
表
部
公
使

国
際
連
合
側

サ
ン
デ
ィ
ー
プ
・
チ
ャ
ウ
ラ
国
際
連
合

薬
物
犯
罪
事
務
所
事
務
局
次
長

平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
一
日

外
務
大
臣

岸
田

文
雄

〇
外
務
省
告
示
第
三
百
四
十
四
号

平
成
二
十
五
年
十
一
月
四
日
に
デ
ィ
リ
で
、
東
テ
ィ

モ
ー
ル
民
主
共
和
国
に
お
け
る
「
効
果
的
で
利
用
し
や
す

い
司
法
制
度
、
社
会
対
話
及
び
警
察
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
平

和
構
築
支
援
計
画
」
の
た
め
の
贈
与
に
関
す
る
次
の
概
要

の
書
簡
の
交
換
が
国
際
連
合
開
発
計
画
と
の
間
に
行
わ
れ

た
。

１

援
助
の
目
的
及
び
内
容

効
果
的
で
利
用
し
や
す
い

司
法
制
度
、
社
会
対
話
及
び
警
察
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
平

和
構
築
支
援
計
画
の
実
施
に
必
要
な
生
産
物
及
び
役
務

の
購
入
に
必
要
な
資
金
の
贈
与

２

贈
与
額

二
億
六
千
三
百
万
円

３

署
名
者

日

本

側

花
田
吉
ø
在
東
テ
ィ
モ
ー
ル

大
使

国
際
連
合
開
発
計
画
側

ク
ヌ
ー
ト
・
オ
ス
ビ
ー
国
際

連
合
常
駐
調
整
官
兼
国
際
連

合
開
発
計
画
在
東
テ
ィ
モ
ー

ル
事
務
所
代
表

平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
一
日

外
務
大
臣

岸
田

文
雄

〇
財

務

省

農
林
水
産
省
告
示
第
三
十
一
号

株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
法
（
平
成
十
九
年
法
律

第
五
十
七
号
）
附
則
第
三
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平

成
二
十
年
九
月
三
十
日
財

務

省

農
林
水
産
省
告
示
第
三
十
五
号

（
株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
法
附
則
第
三
十
五
条
の

規
定
に
基
づ
き
、
同
条
の
主
務
大
臣
の
定
め
る
利
率
を
定

め
る
等
の
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
一
日

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
八
百
六
十
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

一

保
安
林
の
所
在
場
所

新
潟
県
上
越
市
清
里
区
赤
池

字
菅
平
九
五
三
の
一
、
九
五
三
の
二
、
九
五
四
か
ら
九

五
六
ま
で

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か

ん

養

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
新

潟
県
庁
及
び
上
越
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
八
百
六
十
五
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

一

保
安
林
の
所
在
場
所

新
潟
県
妙
高
市
大
字
長
沢
字

松
倉
山
四
六
二
九
の
三
、
四
六
二
九
の
四
、
四
六
三
〇

の
三

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
新

潟
県
庁
及
び
妙
高
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）
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